●停電を防ぐためには・・・
１　東日本大震災では、電力不足(停電)がおきて、多くの人がこまりました。電力不足がおこると停電になりますが、こまることはどんなことですか。
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２　話し合ってわかったことを書きましょう。
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３　停電を防ぐため、電力不足に対してどうしたらいいと思いますか。
提案1　(家庭では？)
	わたしは、

	その理由は、


提案2　(学校では？)
	わたしは、

	その理由は、


提案3　(会社やお店では？)
	わたしは、

	

	その理由は、


▼学習の進め方

	
	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	45分
	１　困ることを書く
	◆電力不足(停電)の意味を説明し、日常生活で困ることを書かせる。

　・シートを配り、書かせる。

　・グループに分かれ、自分の考えを述べさせる。　

	
	２　発表する
	◆困ることを全体で発表させる。

・個人の意見、グループでのまとめ、いずれでもよい。
・電力が足りているありがたさも理解する。

	45分
	３　提案を考える
	◆停電に対してどのようにしていくといいか考える。

・工夫できることを意識させ、具体的に提案させる。

・発電方法を考える方向に向かうのはよいが、エネルギーの拡大だけにしない。

	
	４　発表する
	◆提案を発表させる。

　・提案内容の批判はしない。

	
	５　感想をまとめる
	◆ふりかえりをさせる。


▼基本的事項

	ねらい
	停電を考え、対策を提案させる

	対象
	小学校高学年以上

	所要時間
	９０分

	学習形態
	個人→グループ→全体

	手法
	提案法

	準備するもの
	課題シート
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　左のグラフは、夏の昼間の電力使用を表したものです。13時～16時の全需要が最大ピークになる傾向で、日中在宅の場合は、特にこの時間帯の節電が重要となります。


　夏の昼間(14時頃)の電気機器の使用状況(在宅世帯)は、ｴｱｺﾝ58%、冷蔵庫17%、ﾃﾚﾋﾞ5%、照明6%、ﾊﾟｿｺﾝ0.4%、温水便座0.6%、待機電力3%、その他10%です。





○基本となる節電メニュー○


①エアコン


・室温28℃を心がける(設定温度2℃上げる) 削減率10%


・“すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげる。削減率10%


・無理の無い範囲でｴｱｺﾝを消し、扇風機を使用する。削減率50%


②冷蔵庫


・設定を｢強｣から｢中｣に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、食品を詰め込みすぎないようにする。削減率2%


③照明　・日中は不要な照明を消す。削減率5%





⑤温水洗浄便座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④テレビ　


　・温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。　　　　　　　　　・省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、


　・上記機能がない場合、使わないときはコンセントからプラ　　　　　 必要な時以外は消す。削減率2%　


　 　グを抜く。削減率上記どちらかで1%未満　　　　         　　　　　出典：夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様）　平成25年4月経済産業省








